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＜連絡事項＞
・1/20（月）から八戸看護専門学校の学生4名実習に来ます。患者様2名を受け持ち、途中で受け持ち看護学生が前半4日間、後半4日間で交代となるとのことですので宜しくお願い致します・

＜患者様連絡事項＞
・若沢　広志様～各食パンから米飯へ変更となる。

・会津　慮子様～室岡整形外科記念病院受診し、診療情報提供書の内容から入院、手術が
必要と思われるが、現在コロナ感染症が入院病棟において発生しており、
受け入れ出来ないと説明あり。本人には、また歩行出来る事を目標とす
るなら八戸赤十字病院の受診をすすめると説明もあり、本人も手術希望
する言動が聞かれている。以上の内容を長女様に連絡し、意向を確認す
ると、他科受診は経済的な事情で行なえないと言う。主治医に報告し、
[bookmark: _GoBack]今後の治療方針を検討していくこととする。

・中村　豊様～治験に伴い、R7.1．19～R7.1．29（10日間）排便の有無、性状をファイルに記録することになりました。分からない時は確認に来ます。スタッフも不明な点は治験コーディネーター目黒氏のスケジュールもお預かりしているのでそれに応じて対応して下さい。

・1/20（月）からの看護学生の実習では途中で学生が入れ替わることも検討し、森田　清助様と船場　幸子様を受け持つ事としています。

＜要注目患者様＞	
・泉川　ケイ子様～各食自室まで食事を配膳すると全量摂取している。食膳とともに内服薬持参すると昼食後薬は服用している。対面時は穏やかに話すも自室のドアを閉めきり、苛々した口調で独語は持続している。他者トラブルや問題行動はなし。

・山谷　由香様～気分の変調見られず、過剰な飲水要求なし。作業療法にも集中して取り組むことができている。

・十日市　利喜様～朝食後呼吸苦軽度あるも酸素飽和濃度92％、口すぼめ呼吸で軽減している。昼食後もスタッフの声掛けで呼吸苦の訴えなし。

・若沢　広志様～他者との交流良好に見られ余暇もホールで過ごしている。不安感や希死的言動はなし。

＜村上Dr.診察情報＞
・工藤　和夫様～指示・処方変更なし。

・苅谷　江利子様～指示・処方変更なし。

・高橋　康満様～指示・処方変更なし。

・中野渡　鉄男様～指示・処方変更なし。

・十日市　利喜様～呼吸苦に伴う不安感を軽減し、安楽な呼吸に導くため継続指示として不安時）ロラゼパム（0.5）1T　（1日2回まで）10回分処方となっている。

・田端　和行様～指示・処方変更なし。退院支援を継続指示て行うよう指示あり。

